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が流 出 す る。 故 に出水 に対 す る対 策 につ い ては 十 分底 意 して 科学 的 な判 断 に基 く処 致 を必要 とす る。

関東 平野 の水利 に旗 まれ な い畑地 が ， 今後 か んが い施 設 を 有 す る よ うにな るこ とほ， 利根 川 総合 開発 ，

霞 ケ浦 の ポ ンプ湯水 な どに伴 つ てか な り有望 で あ る。 この場合 畑地 の 慣斜 を そ の まま に して 瞳聞 か んが

いを す れば ，土壌 侵食 の 点 で不利 で ある0 これ に対 し瞳畔 を 築 いた ボ ー ダ“か んが い，とか，水 田式 の間

新 か んが い・ 田畑 輪換 は土 壌侵 食 防 止上 望 ま しい方法 であ る○ さら に水 田式 に した 場合 の浸透 損失 ほ下

流 で再 利用 の吋矧 生が あ る水 資頒 と考 え られ ， また 自然 降 雨 も鮭畔 中 に貯 え られ 水保 全 として理 想的 で

あ る。

以 上 は主 として下 記文 献 を総 合 した もので あ る。

1）浸透詑に及ぼす土湿の影響，凍土 研，Ⅴ山 ・ 2 0 ，彪 5 （ 1 9 5 2）

2 ） 野 水 の流 出機構 と道 路 侵 蝕 につ い て， 鹿 土 研 ， Ⅴ0 1 1 9 ，滅 2（ 1 9 5 2 ）

5 ）地 表 流 出 と地下水 との関 係，蔑 土 研， Ⅴ0 1 1 7 ，彪 2 － 5 （ 1 9 5 0 ）

4 ） ロ仙 ム台地 に お汁 る出水 の解 析 ，壌 土 研 ， Ⅴ0 1 2 0 ，ノ広5 （ 1 9 5 5 ）

5 ）土壌侵食 の統計 的考察，盛土研，Ⅴ0 1 2 占，庖 2 （ 1 9 5 8 ）

占） 水 文学 的循 環 におけ る土壌 の劾嵐 廉 研報 告 ， F －9 （ 1 9 5 占）

7 ）小流域におけ る流出機構 の鮒軋 農耕報告， F －1 2 （ 1 9 占0 ）

8 ）農業水文学・ 第 2 革・ 第 4 章，第 7 革，第 8 章，土大雑誌社

9 ）富士山旗侵食試鹸成績（，未発表 ）

地刀変動観 測施設 の設計及び問鼠 氏について

沼尾林一郎・ 鈴木 秀平・ 金井徹・ 琴寄 融

群 馬 県 農 業 試 験 場

1・ ま え が き

1 9 5 8 年か ら地方変動観測施設が全国主要地域に設置 されつつあるが▼本親側施設は水飴，風蝕及

びその他細 困 と地力の変動 との矧 根 調査 究明して，地力保全対策を確立す るための基礎資料を得 る

た めに 熟 十られ る もので あ る。 従 つ て， その 内容 ほ きわ め て広汎 に且 つ て い るが， 夫 々 の 目的内 容 に応

じて， 種 々の異 なつ た堀 設 が設 け られ る こ とになつ て い る。

筆者等ほ（ 1 9 5 8 年）， 以上の諸原 困の うち，水蝕 欄 する観測施設の達設に従事 したので， ここに ．

設計の大要 を発表 し・ 更に齢 干上の問題点 について若干の私見を述べ て，御指名に対す る童を果 したい

と思 う0 （ なお・ 本報 文の 一部 ほ 日本 土 劇 巴科 学 会（ ＝ … ）の 講演 要 削 こ発 表 され た もの で あ る。 ）

2・ 分 水 装 置（ 山 Ⅴ母r 如 O n  d e v 土 c 8 S ） の 考 案 と 流 水 実 験 結 果

水 触 に濁す る施設 に於 て ほ・ 水 及 び 土麺 の 採集 装置 が最 も重要 な 部 分で あ る と考 え られ るが，特 にそ

の設計 に当つ ては 如何 な る豪 雨 に際 して も， 試験 艶場 内 の涜 去水 及 び流 亡土壌 が 安 全 か つ確実 に採集 し

得られ る よ う留意 す るこ とが 必要 で あ る。 これ が た め には・ 採集 槽 の容量 ほ 出来得 る限 り大 にす るこ と

が必 然的 に 漂 浪 され るが ，実 際 に ほ喧 々 の制 約 を受 什 るので， む しろ 採集槽 ほ 可 及 的 に小 さ くして， 上



2 1

記の要求 が満 た され るよ うな構 造 が望 ま しい と考 えら れ る。そ こ で，分水 装置 を 用 いて，流 去水 を一 定

の比率 に 分水 した乱 採 集槽 に貯水 す る方 法 が一般 に採 用 されて い る0

業者等は，党づ既 往の分水装卸 こついて模型実験を行 うと共 に，新 らしい分水 装置の考 察を試みた の
（1 ）（2 ）（3 ）（4 ）（6 ）（7 ）

で， ここに その概要 を報 告 す る0

写 真 1 及 び 2 の 装 置

本 装置 は我 が 国 に於 て も用 い られ てい るが・ 米 国 に於 ては かな り広 く採用 され てい る もの であ つ て ・
（ 1 ）（2 ）（6 ）（7 ）

その構 造 は写 真 1及 び 2 に示 した 通 りで あ る0 即 ち ，掛樋 の上部 よ り流 下 す る水 を下端 に設 け られた 同

形同大 の短 膨轡 こよつて 分水 し（ 通 常 5 また 1 1 ケの僅 膨堰 の もの が用 い られ て い る ）， 中央 部 の ¶ケ

の矩 形堰 よ り流 出す る水 を採 水管 に導 か ん とす るもので ある0 掛樋 の上部 両側 流 入 口にほ金 網 が 張 られ

てい る。

本案 験 に於 てほ， 1 ロケの矩 膨堰 を設 け た ので， 分水 比（ 全流 量 ：浄水 流 竜 ）は計算 上 1 0 ：1 に・な

る筈 で あ る○

写真 1

写真 2

第1 表 流 水実成績果

第2 表 流水実頗結果

これ らの装置 を用 い て行 つ た流 水 実 験結 果 は 第 1及 び 笥 2 表 に示 した 通 りで も る。 即 ち， 写 真 1 の 装

置に よれば ，多 量 の流 水 時 旺ほ 概 ね 占 ：1 ，少量 の流 水 時 には概 ね 2 ： 1 の令7k 叱を示 し， 誤差 が著 L

分 水 流 量
排 水 流 量

全 流 量 分 水 比

（A ） （B ） （B ：A ）

a O・／／m i皿 C ．0／m ln C．C／ 皿1n

2．1 ：17 4 0 8 0 0 1 5 4 0

1 〔】5 0 4 7 5 0 5 7 8 口 5 ．5 ：1

1 2 0 □ 5 1 2 5 占5 2 5 5 ．5 ：1

． 1 2 8 5 5 7 2 0 7 0 D 5 5 ．5 ：1

含 水 流 量
排 水 流 量

全 流 量 分 水 比

（A ） （B ） （B ：A ）

C ．C ，／′m i．n 0 ．C ／皿1n G C／ m ln

エア：11 8 0 1 2 D O 1 5 8 0

5 7 0 4 5 9 0 4 9 占口 8．7 ：1

d 2 5 5 5 7 0 d 1 9 5 現9 ：1

7 0 D d 2 4 口　 篭　 る9 4 0 9 9 ：1
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く大 で あ り・ かつ流量 忙 よる浄水 比 の変動 の大 き い こ とが伺 わ れた。

写真 2 の 装置 ほ前 記 の矩 感 堰 の外側 に m o u 七b  p l e c e を一環に坂り付けたものであつて，分水精

度 ほ 写真 ＝ こ比 べ て著 し く副 、こ とが 伺 われ る0 しか し乍 ら，少 量 の流水 に対 して は， な お， か な りの

誤 差が み られ，充 分 嵐 足 すべ き清 彦を 示 さな い こ とが 明 か に され た。 矩形 轡 こよ る海流 水 は少量 の流 水

条件 下 で は操 状を 示 す こと及び樋 に よ る流水 条 件 下で は 分水 前 に均 質 な流 水 を侍 る こ とが 困難 であ る よ

うに思 わ れ る。

写 真 5 の 装 置

本 装置 は 筆者等 の考 察 L た もの で あつ て・ 構造 の大 要 ほ次 に述 べ る通 りで あ る。

三角堰 の埋鮎 応 用 した ものであつて▼傾 斜をつ紙 価に 7 段 の三角堰 を設机 夫々の中央部 旺分水
（5 ）

板を放 り付 け て，流 下 す る水 を順次 に二等 分 し乍 ら分水 せ ん とす る もので あ る0 な お，二 等 分 され た余

剰の水 は二 重 掛 こな つ て い る掛 値 の最下 底 の 排水 管 に集 め られ・ 下 端 の 排水 口よ り捨 て られ るよ うに な

つてい る0 太装置に よる分水比ほ計算上 1 2 3 ：1 にな る筆であるが，流水実験 の結果ほ那 表に示 した

通りで あ る 。

写真 5 第5 表 流水実凝結呆

（ 註） 井は流 速 調 節 横 を磨 り付 け た場 合 の

値 で あ る。

即ち， 多量 の流水 喝 しては誤農 は小 さいが・ 少量 の流水 喝 してほ前述 の装置 と同様にかな りの誤

差がみ られた0 そこで・ 夫々の三角増 直下の側凱 採水 装置を設け て誤差 の検定 を行つた結果，誤 差の

発 生 原因 ほ 主 として上 位部 の三角埴 に存 す る こ とが判 明 した の で・ これ らの 三角堰 に整流 板 を 設置 した

ところ， 洋印 忙示す よ うな 結果 が得 られ た。 し 札 乍 ら・ 整 流 仮 の設 置 放置 につ い て は，流 量 に応 じて

僅 かづ つ変 え る必賓 の あ る こ とが・ 別 礪 つ た実験 結 果 か ら判 明 した 0 従つ て，実 際 の使 用 に当 たつ て

は，整 流 仮 の 自動 変止 装置 をつけ る こ とが必 要 とな るで あろ う。

以 上 の 如 く・ 本装置 はな お 検討 の 余地 を残 し てい るが・ 比餃 的 小 型 で あ るに も拘 わ らず ， 分水 比を き

わ めて大 に し繰 る とい う特長 を保 有 してい る。

写 真 4 の 装 置

太 装置 も著 者 等 の考鼎 こ よ る もの で もつて， そ の構造 ほ 写 真 4 及 び 帯 1 囲 に示 した通 りで あ る。 即 ち，

円筒上部 の開 に設けられた圃膨同 大の 2 0 ケの三角堰 に よつて，流水を陰流 分水 し，その うちの 1 ケ

（5 ）

の三角堰 よ りの猿橋水 を採水せんとするものである0 本舶 の主賓部 分ほ導水取 分水円紳 1 2 段

の啓流 網軌 三角確紆）・ 分水導管仇 排水受帆 排水密 酢 ）及 び覆 軋 ）か ら成つ てい る。

分 水 流 量
排水 流 量

全 流 量 分 水 比
（A ） （B ） （丑 ：A ）

C ．C／ 血1皿 C．C ／ m ln 0．0 ／m in

14 4．9 ：19 1 2 9 5 1 5 0 4

や　　 8 1 1 □1 4 4 1 0 2 2 1 12 d．1 ：1

8 4 1 0 1 4 8　 事1 0 2 5 2 12 1．8 ：1
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写真 4

平面 図 し乍ロ（環 丑 者 除 い た 図 ）
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第4 表 流水実験結果

A 第 1 タソ ク F 分 水 用三 角 堀 部 J 覆 蓋
モ第 2 タ ン ク F J 三角 堰 （ 2 0 ケ ） K 分 水装 置 間 窪用 台
C 導 水 管 F JJマ ウス ピ ース

D 分 水 円 筒 G 分 水 導 管

p l l粍 口金綱 H 排 水 受
（ 塵流翻 ） Ⅰ 排 水 導 管

第 1 囲 写兵 4 の分水 装置設計 図

導水 管 より連 滴管 の 官選 に

よつ て流 入 L た水 は 2 段 の亜

流網 に よつて ，擁 雑物 が 除か

れ，水流 の媛衝整流が行われ

た後 ， 分水 され る よ うにたつ

てい る。 三 角堰 は 円筒 周 囲に

等間隔 忙 刻み 込 まれ てい るの

で，水 の 収縮 ほ何 れ も均 等に

行わ れ る もの と予 想 され る0

また ，鋭 角三 角 膨（ 5 D O）の三

角堰 を剛 、たので，きわ めて

少量の溢流水（ この場合には

溢流水は一つの点状を示す も

の と思 わ れ る ）か ら多量の温

流水 に到 る まで，均 等（ニ分水

さ れ る も の と考 え ら れ る。 更

に ，夫 々 の三 角堰 の外 イi如こは

図 の 如き疇 殊の ⅧO u t心 p l －

e c e を放 り付け て， 1くの1益

流 が 円滑 に行 わ れ る よ テに工

夫 した。

きわ め て少 量 の流 水 条件下

に於 て も，夫 々の 三角堰 仁慈

流 開始 と溢流 終 了 とが 斉一 に

行 われ る こ とが 必要 で あつて ，

特 ㌣こ間駄 的な 租二義流 去水 を均

等 忙中 水 す るこ との要 求 され

l分 水 流 量
排 水 流 量

全 流 量 ：分 水 比

（A ） （ち ） （B ：A ）

C ．C ／m ユn C （ユ／／m ln
l

C．n ／ノ／m ln

1 9 5 ：11 2 1 2 2 1 4 2 5 5 5

2 占7 4 8 9 2 5 ノ15 9 1 9．5 ：1

4 （〉占 9 5 0 5
】

9 8 D l 1 9，8 ：1

5 1 9 i 9 8 1 D ≡ 1 0 5 2 9 壬 1 … ：1

ト　　　 l
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第2 園 地 力 変 動 親 潮 観 場 見 坂 国

庫 用 面 積 2．5 12．1m7（ 2 反 占畝 1 歩 ）

試験囲場面積 1，2 9 5．O m－（ 1反5畝2 5，β歩）

1 区 画 横 5 刀乙× 1 8 7乃こ 5 4 〃f（ 1 7 5 坪 ）
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5 ） 精密観測施設

種 ノキの 降雨 型 に つい て， 降雨 強 度 と流 出

量との関係 を 経 特約 に観 測 す るた めに 精密
（8 ）

観測確 設 を設 け た0 即 ち， ブ ロック塵 の観

測室 内 に 2 セ ッ トの採 集 装置 を 収容 し，夫

々ケこ日記水 蛙計 を取 り付け ， 別に圃 場 内 に

自記雨量計 を設 簡 した ○ この場 合 ，同 時 旺，

土壌 中 の水 分変 化 を も把 握 す る零 が 寿っる と

考え て い る0

る） 電燈及び水道施設

夜 間 作葉 に 簡な る如 く， 精密 観測 稟 に は

電燈 を坂 り付 け た。 また ， 採集 装置 の洗瀬

噂御 こ膚な る如 く，水道 施設 を設け・ 2 セ

ッ ト旺 1 ケの割 合に水道 栓 を取 り付け た。

写真 7 精 密 碗 測 量

左 側 一棟地 区， 右 側 一枚葺 区

7 ） そ の 他

地表流 去 水 のほか に， 瘡透 水 を も同 時 に採 集 し得 ら れ る よ うな 装置 を 別に 設け て 〉降水 の 収支 ， 移動

折兜を 明 かケこす る要 が あ る と考 えて い るが ， これに つ いて は， まだ 具 体化 して は いな い0

4． あ と が き

地力変動観測囁設の設計並びに間笛点について，概略 の説明を行 つたが ，魚鹸に乏しいた めに一不備

不足 の点 が多 い もの と考 えて い る0 また思 わ ぬ誤 りを おか してい る点 も多 々 あ ろ う と思 わ れ る0 こ の報

告が各 位 の御 批判 の緒 とな り．今 後 に おけ る この瞳施 設 の発 達 向上 の ため・ 幾 らか で も役 立 ち侍 るな ら

ば幸 い であ る0
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S ln ） （ 1 9 4 9 ）

7 ） U ． S ．D e p 七 ．o f  A g r ・ ： C o コ S e r V a t 土 ○ コ M e t b o d 9 5 （ 1 9 5 8 ）

R ） S 皿 1 七れ R ．M ．，H e 皿d e r s o コ ，R ・ C ・ a n d で 1 p p l 七， 0 ・J ∴ S u m Ⅱ a 叩 O f  S 0 1 1

a n d 甘 a 七 e T  C o n 5 e r V a 七 1 0 n  R e s e a r C h （ ヨ 1 a c k l a n d  E x p ・ S ℃ a ・ ， T e X a S ） ・

1 5 （ 1 ヲ 5 4 ）




